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今 月 の 表 紙

　今月号の表紙は、観光
列車「花たび そうや号」
です。
　JR幌延駅では宗谷の
初夏を駆け抜ける「花た
び そうや号」のおもてな
しが行われました。

新しい幌延町ハザードマップを作成しました

/パブリックコメントの実施状況および実施

予定について

商工業各種補助金をご活用ください

幌延町税条例一部改正のお知らせ

6月4日から10日は歯と口の健康週間です！

/禁煙外来治療費助成についてのご案内

ほろのべ議会だより

木造住宅耐震診断、耐震改修補助制度をご

活用ください/幌延町民等の顕彰について

情報〈インフォメーション〉-6、7月の運転

免許更新時講習のお知らせ/慰霊巡拝のお

知らせ/気象台一口メモ/図書室だより

幌延深地層研究センター「地下の研究現場

から」第24回-地下水の水質・水圧モニタ

リング

地域おこし協力隊通信

ねんきん通信

町民くらしのカレンダー など

四月定例俳句会作品/クールビズのお知ら

せ/わが家のエンジェル
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幌延町ウェブサイト
▲

広報ページ

QRコードを読み込むと幌延町の
ホームページを見ることができるよ。
過去の広報誌もあるから読んでみてね。
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　幌延町では、重要な政策や計画などに町民皆さんの意見を反映させるため、事前にその案を公表し意
見を募る「パブリックコメント手続」を行っています。

　令和３年度に実施したパブリックコメント手続は、次のとおりです。
案　　　件　　　名 意見募集期間 結果 担当部署

幌延町過疎地域持続的発展市町村計画（原案） 令和３年7月22日～
　　令和３年8月10日

意見
５件

企画政策課
企画政策グループ

　令和４年度に予定しているパブリックコメント手続は、次のとおりです。
案　　　件　　　名 意見募集時期(予定) 担当部署

幌延町空家等対策計画（案） 令和４年10月 住民生活課
生活グループ

幌延町まちづくり町民参加条例に基づく
町民参加手続の実施状況および実施予定について

お問い合わせ先：総務財政課 総務グループ　電話 ５-1111　告知端末機 ５-8811

新しい幌延町防災ハザードマップが完成しました！

防災ハザードマップ解説
（１）新しい浸水想定区域図について
　新しい防災ハザードマップに掲載している浸水
想定区域図は、水防法に基づき、想定しうる最大
規模の降雨に伴う洪水により川が氾濫した場合の
浸水の状況を、無料で利用できる解析ソフト（ｉRIC
※）を用いた氾濫シミュレーションにより予測した
ものです。
　なお、このシミュレーションの実施にあたっては、
河川断面など詳細な調査をしていない簡便な手
法であるため、表示以上の浸水深になることや浸
水が予想されていない箇所でも浸水が起こる可
能性があります。
※ 無料で利用できる河川の流れや河床変動、

氾濫解析のための高性能なソフトウェア
　今後、防災ハザードマップおよび避難行動の考え方などについて、広報誌「ほろのべの窓」で記事を
掲載していく予定です。

（２）指定避難所と指定緊急避難場所の役割の違い
『指定避難所』

・被災した方が災害の危険性がなくなるまで必
要な期間生活する場所です。

・災害により家に戻れなくなった方が一時的に
滞在する場所です。

『指定緊急避難場所』
・災害などにより迫っている危険から、命を守

るために一時的に避難する場所です。
・災害の種類ごとに、避難できる場所が指定

されています。

　町では、以前から作成していた防災ハザードマップにつ
いて、「避難情報に関するガイドライン」の改定などで更
新される災害対応策を反映した、新たな防災マップとマニ
ュアルの作成を進めていました。
　この度「幌延町防災ハザードマップ・避難行動マニュア
ル」が完成したので、各ご家庭へ配布いたします。
　届きましたら、自宅付近の現況や避難所の場所等を確
認していただき、わかりやすいところに保管してください。
　皆さまの防災・減災へのご協力をお願いいたします。
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商工業各種補助金　をご活用ください商工業各種補助金　をご活用ください

申請・お問い合わせ先：幌延町商工会　電話・告知端末機 ５-1428

◆いずれの補助金も、事業着手または取得の前に申請が必要です。
活用を検討される事業者の方は、事前に下記までお問い合わせください。

【申請期間】
　毎年度４月１日から３月31日まで
【その他】
　奨励金交付後５年以内に廃業となった場合、廃業日に応じ当該奨励金を返還することに同意する
こと

幌延町商工業雇用促進補助金（令和６年度末まで）
　従業員を新たに雇い入れた町内事業者に対し、補助金を支給します。
【交付対象者】
　・幌延町商工会の会員または会員登録を予定する者（幌延町商工会が発行する証明書類を添付）
　・町税などの滞納がないこと　など
【対象要件】
　・経営力向上計画を策定し、幌延町商工会の認定を受けた者
　・新たな従業員（65歳以下の者）を雇用し、その労働者の雇用日前１年間の総常用労働者数を、新

規に雇用した日の総常用労働者数が同数以上となっていること
　・雇用日以後１年間、最多常用労働者数を超えていること
　・雇用者が事業主の２親等以内の親族でないこと　など
　・雇用者は、雇用保険の対象となる者（パート、アルバイトなども含む）
【補助率・補助金額】
　①雇用促進相当分
　　１人につき３年間で90万円（１年目：30万円、２年目：30万円、３年目：30万円）
　　※ 申請時の従業員の退職などにより従業員数が減少した場合、別に新たな従業員を雇用し、最

多常用労働者数を維持できていれば、２年目以降の補助金を交付します。
　②移住支援相当分
　　１人につき10万円（雇用者が町外から移住し、住民登録をした場合補助金を交付します）

幌延町商工業人材育成支援補助金（令和６年度末まで）
　従業員（65歳以下）に取得させる資格などに係る費用の一部を補助します。
【交付対象者】
　・幌延町商工会の会員または会員登録を予定する者（幌延町商工会が発行する証明書類を添付）
　・町税などの滞納がないこと　など
【対象経費】
　①業務に関係する資格取得のための受験料または受講料（テキスト代を含む）
　②旅費（１日2,300円、20日間を限度）
　◆対象外事業となるもの
　　・飲食費、消耗品費、通信運搬費
　　・補助対象経費が５万円に満たないもの
　　・普通自動車第一種免許、普通自動二輪免許、原動機付自転車免許　など
　　・このほか、資格取得を要さない講習などについて、本事業の対象とならない場合があります
【補助率・補助金額】
　補助対象経費の50％　限度額：20万円
【申請回数】
　補助金の申請については、限度額を上限に複数回可能です。
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商工業各種補助金　をご活用ください商工業各種補助金　をご活用ください
幌延町商工業等振興促進補助金（令和６年度末まで）

　施設に関わる各種費用、従業員用の住宅などの改修費用の一部を補助します。
【交付対象者】
　・幌延町商工会の会員または会員登録を予定する者（幌延町商工会が発行する証明書類を添付）
　・町税などの滞納がないこと　など
【対象経費・事業】
　①営業上必要となる施設の新築・改修・取得費用（施設工事に付随する）、設備備品の取得費用
　②従業員を確保するための社宅、宿舎、寮などの改修費用
【補助率・補助金額】
　①施設の新築・改修・取得について
　　施工業者が「町内」業者　→　補助対象経費の50％以内（限度額：1,000万円）
　　施工業者が「町外」業者　→　補助対象経費の40％以内（限度額： 800万円）
　②社宅などの改修について　
　　施工業者が「町内」業者　→　補助対象経費の30％以内（限度額： 200万円）
　　施工業者が「町外」業者　→　補助対象経費の25％以内（限度額： 160万円）

幌延町商工業経営力強化実装支援補助金（令和６年度末まで）
　事業の用に供する機械設備などの取得費用の一部を補助します。
【交付対象者】
　・幌延町商工会の会員または会員登録を予定する者（幌延町商工会が発行する証明書類を添付）
　・町税などの滞納がないこと　など
【対象経費】
　機械、装置、車両、運搬具、工具、器具、備品の購入費（１機械設備につき30万円以上）
　◆車両について
　　乗用車、農耕用作業車両を除きます。
　　ただし、事業の目的に合うと認められる場合は、事業専用割合などを考慮して決定します。
　◆中古取得について
　　「法定耐用年数が２年以上あるもの」かつ「メーカーなどからの取得」
【補助率・補助金額】
　補助対象経費の50％
　【限　度　額】　①創業、第二創業、新事業展開：500万円　
　　　　　　　　　②既存商工会員・商工会未登録事業者：200万円
　◆申請回数について
　　事業者１つにつき限度額に達するまで申請が可能です
【その他】
　・取得した機械設備などは、５年を経過するまで売買、譲渡、貸付、付与などしてはいけません。
　・補助対象機械設備などに係る必要な調査に対して、協力しなければいけません。　

幌延町商工業事業承継支援事業奨励金（令和６年度末まで）
　町内の事業者から経営を引き継ぎ、新たに事業経営を後継する者に対して、奨励金を交付します。
【交付対象者】
　・町内に在住する20歳以上の者で、商工業経営を後継する者
　・幌延町商工会の会員または会員登録を予定する者（幌延町商工会が発行する証明書類を添付）
　・町税などの滞納がないこと
【主な対象要件】
　・譲渡人は事業承継時において、町内に５年以上続けて店舗または事業所を有する者または、町内

に５年以上続けて店舗または事業所を有していた実績があり、廃業から１年を経過していない者
　・譲受人は奨励金の申請時において、町内に住所を有する者
　・承継後５年以上継続して事業を営もうとする者
【奨励金の額】
　１人につき100万円　　※ 奨励金の交付は、同一人につき一回限りとします
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個人町民税
住宅ローン控除の見直し

　所得税において、住宅ローン控除の適用期限を 4 年延長し、令和７年末までの入居者を対象とし、カー
ボンニュートラルの実現の観点から、省エネ性能等の高い認定住宅などにつき、新築住宅・既存住宅と
もに借入限度額の上乗せを行うなどの他、次のとおり見直しがされました。

固定資産税
固定資産税（土地）の負担調整措置

　景気回復に万全を期すため、土地に係る固定資産税の負担調整措置について、激変緩和の観点から、
令和４年度に限り、商業地などに係る課税標準額の上昇幅を評価額の 2.5％（改正前：5％）とする。
　※ 住宅用地、農地などについては現行どおり

幌 延 町 税 条 例 の 一 部 改 正 の お 知 ら せ
　地方税法などの改正に伴い、幌延町税条例の一部を改正しましたので、主な内容をお知らせします。

・控除率 0.7%（改正前：1%）とするとともに、所得要件を 2,000 万円以下とする。
・新築住宅について控除期間を 13 年（改正前：10 年）とするほか、令和 5 年以前に建築確認を受

けた住宅について、合計所得金額 1,000 万円以下の者に限り 40㎡以上の住宅を控除対象とする。
・住民税について、消費税率の引き上げに伴う需要平準化対策が終了したことを踏まえ、個人住民

税の控除限度額を所得税の課税総所得金額等の７％（最高 13.65 万円）から５％（最高 9.75 万円）
とする。

【新築・買取再販】（カッコ内は入居年が令和 6 年・7 年）
　・認定住宅　5,000 万円（4,500 万円）
　・ZEH 水準省エネ住宅　4,500 万円（3,500 万円）
　・省エネ基準適合住宅　4,000 万円（3,000 万円）
　・その他の住宅　3,000 万円（2,000 万円）
　　※ その他の住宅については、令和 6 年以降建築確認 ( 新築 ) は対象外

【既存住宅】
　・認定、ZEH 水準省エネ、省エネ基準適合住宅　3,000 万円
　・その他の住宅　2,000 万円

（参考）　借入限度額
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国民健康保険税の税率等の改正について（令和 4 年 4 月 1 日施行）
　国民健康保険については、平成 30 年度の制度改革に伴い、運営主体が町から北海道となっています。
これにより町は北海道に対し、国保の運営に係る事業費分を納めるために必要な保険税を算定しており
ます。また、令和 12 年度の保険税統一化に向け税率を段階的に引き上げていく必要があることから、納
税義務者および被保険者の皆さまにはご負担をお掛けしますが、ご理解をお願いいたします。
　また令和 4 年度につきましては制度改正も含め次のとおり条例を改正しております。

◆保険税率および賦課限度額の改定

区　分 所得割(%) 均等割(円) 平等割(円) 賦　課
限度額

法　定
限度額

医 療 給 付 費 分
改正前 4.60 24,000 20,000 63万円

65万円
改正後 4.80 26,000 23,000 65万円

後 期 高 齢 者
支 援 金 等 分

改正前 2.40 8,000 6,000 19万円
20万円

改正後 2.60 10,000 6,000 20万円

介 護 納 付 金 分
改正前 1.30 9,000 7,000

17万円 17万円
改正後 1.50 10,000 8,000

合 　 　 計
改正前 8.30 41,000 33,000 99万円

102万円
改正後 8.90 46,000 37,000 102万円

◆未就学児に係る軽減措置の新設
　令和４年度から、子育て世帯の経済的負担軽減の観点から未就学児に係る均等割額の５割を軽減する
措置が新設されました。
　低所得世帯に対する軽減措置（7・5・2 割軽減）の対象となっている未就学児の場合は、その軽減後
の金額から５割軽減され、７割軽減対象の場合は 8.5 割、５割軽減対象の場合は 7.5 割、２割軽減対象の
場合は６割の軽減となります。

（軽減例）

区分
均等割額(円)

軽減無 7割軽減 5割軽減 2割軽減

医療給付費分
軽減有 13,000 3,900 6,500 10,400

軽減無 26,000 7,800 13,000 20,800
※ ここでは「医療給付費分」を例としていますが、「後期高齢者支援金等分」も軽減対象ですので同

様の計算により算定されます。

◆ 保険税率の改定
◆ 賦課限度額の改定
◆ 未就学児に係る軽減措置の新設

7　… 7　… 6月号   20222022｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜



ほろのべ議会だより 第123号 ほろのべ議会だより 第123号 

６月４日から１０日は、歯と口の健康週間です！
　歯を失う原因の第１位が歯周病です。日本人の２～３人に１人は歯周炎を患っており、

国民病といわれています。歯周病は、糖尿病や動脈硬化などの生活習慣病に関係があり、心筋梗塞や
脳梗塞への危険を高めることがわかっています。
　幌延町では平成26年度から歯周病検診を行っています。平成28年度からは対象を30歳～70歳に広げ、
５年毎に無料で歯周病検診を受けて歯と口をチェックできるようになっています。
　昨年度は４1名の方が検診を受け、36名の方が虫歯や歯石・歯周病などで治療が必要な状態でした。
　いつまでも好きな物をおいしく食べられるよう、80歳になっても20本以上の自分の歯を保つため
に、歯と口のチェックを行いましょう。

　町では、以下の方を対象に無料で歯周病検診を実施しています。

　　☆今年度 満3０/35/4０/45/5０/55/6０/65/7０歳の方
　　☆妊婦の方

　対象の方には４月下旬に案内文書を送付しております。
　ご不明な点は、下記までお問い合わせください。

禁煙外来治療費助成についてのご案内

お問い合わせ先：保健福祉課 保健グループ　電話・告知端末機 5-１79０

●対象者（以下の条件全てに該当する方）
・幌延町国保診療所の禁煙外来を受診する方
・禁煙外来治療開始前に届出をし、禁煙外来治療過程を完了した方
・届出時から治療完了時まで、幌延町に住所を有する20歳以上の方
・禁煙外来治療について、町の助成を受けたことがない方
・町税および使用料、手数料などの滞納がない方

●助成額
・禁煙外来治療に要した経費（薬剤費を含む）の３分の１
※ 助成を受けられるのは１人につき１回限りとなります。

●その他
・禁煙治療の流れは「初回診療 ⇒ ２週間後再診 ⇒ ２週間後再診 ⇒ ４週間後再診 ⇒ ４週間後最

終診察」となっており、基本的には12週間で５回の受診があります（医師の指示により回数が変
更となる場合があります）。

・途中で治療を中断した場合は助成対象外となります。
・自己負担額は、３割負担の方で２万円程度、１割負担の方は7千円程度になります。

　禁煙外来治療は事前に申請が必要となりますので、下記までお問い合わせください。

　生活習慣病やがん予防を推進し健康の維持増進を図るため、また喫煙や受動喫煙による健康被
害のないまちを目指すため、禁煙にチャレンジする町民に対し、禁煙外来治療にかかった費用の
一部を助成します。

禁煙に
チャレンジ！
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北緯45度のまち 第123号
●発行
●編集
●電話
●FAX

北海道幌延町議会

01632-5-1111
01632-5-2971

議会報編集委員会

　
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
７

件
を
含
む
議
案
15
件
、
報
告
１

件
、
承
認
１
件
、
同
意
１
件
、

意
見
案
１
件
、
発
議
３
件
を
慎

重
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　
ま
た
、
町
政
執
行
方
針
や
教

育
行
政
執
行
方
針
、
行
政
報
告

及
び
一
般
質
問
２
名
も
行
わ
れ

た
。

令
和
４
年
度

予
算
審
査
特
別
委
員
会（
抜
粋
）

一
般
会
計（
歳
出
）

《
総
務
費
》

無
量
谷
委
員　

各
町
内
会
に
助

成
し
て
い
る
活
動
補
助
金
の
内

訳
は
。

植
村
係
長　
各
町
内
会
に
対
す

る
活
動
交
付
金
と
し
て
計
上
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、

均
等
割
と
戸
数
割
で
算
出
し
て

い
る
。

無
量
谷
委
員　

幌
延
市
街
地
区

連
合
町
内
会
に
対
す
る
補
助
金

は
な
い
の
か
。

植
村
係
長　
当
該
連
合
町
内
会

で
は
独
自
の
事
業
を
行
っ
て
い

な
い
た
め
、
活
動
費
補
助
金
の

申
請
は
な
い
。
問
寒
別
は
、
盆

踊
り
や
お
祭
り
な
ど
を
問
寒
別

連
合
町
内
会
が
主
体
と
な
っ
て

行
っ
て
い
る
の
で
活
動
補
助
金

を
計
上
し
て
い
る
。

無
量
谷
委
員　

コ
ン
ビ
ニ
交
付

シ
ス
テ
ム
の
利
用
件
数
は
。

村
元
係
長　
令
和
２
年
度
実
績

と
し
て
、
戸
籍
関
係
が
28
件
、

証
明
書
関
係
が
71
件
。
令
和
３

年
度
は
途
中
だ
が
、
お
よ
そ
百

50
件
程
度
の
利
用
件
数
が
あ
る
。

植
村
委
員　
自
治
体
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
対
策
業
務
と

し
て
３
千
２
百
万
円
と
あ
る
が
、

今
回
限
り
の
も
の
か
。
ま
た
今

後
、
保
守
点
検
管
理
費
は
必
要

な
い
の
か
。

伊
藤
主
幹　
こ
の
事
業
は
平
成

28
年
に
導
入
し
た
サ
ー
バ
ー
の

入
替
で
あ
り
今
回
限
り
。
保
守

点
検
管
理
は
、
他
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
器
と
併
せ
て
計
上
し
て

い
る
。

植
村
委
員　
街
路
灯
管
理
費
の

予
算
減
額
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
効
果
に

よ
る
も
の
な
の
か
。

梶
係
長　
お
見
込
み
の
と
お

り
で
、
昨
年
度
よ
り
も
50
万
円

程
度
減
額
と
な
っ
た
。

植
村
委
員　
遠
別
民
放
ラ
ジ
オ

中
継
局
管
理
負
担
金
の
増
額
理

由
は
。

植
村
係
長　
経
年
劣
化
し
た
Ｈ

Ｂ
Ｃ
同
期
装
置
の
更
新
工
事
に

よ
る
も
の
。

植
村
委
員　
地
域
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
審
議
会
委
員
の
22
名

は
ど
う
い
う
地
域
で
の
選
定
な

の
か
。
ま
た
、
地
域
集
落
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
業
務
の

減
額
理
由
は
。

山
下
主
幹　
前
段
の
審
議
会
委

員
は
、
問
寒
別
地
区
を
モ
デ
ル

定
例
会

第
１
回
幌
延
町
議
会

3
月
10・11
日

令和4年度各会計予算

60億9,353万3千円60億9,353万3千円総額総額総額

一般会計　47億円　　

主

な

内

容

第１回議会定例会

令和４年度予算審査特別委員会

一般質問

行政報告

第１回まちづくり常任委員会

議会の動き

…………………………………  9

…………… 9～13

………………………………………13～14

…………………………………………… 14

………………15～16

………………………………………… 16
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と
し
て
、
様
々
な
事
業
者
、
団

体
の
代
表
者
か
ら
選
定
予
定
。

後
段
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
予
算
減

額
は
、
協
力
隊
の
搬
送
数
量
減

に
よ
る
も
の
。

斎
賀
委
員　
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業

検
討
支
援
業
務
に
お
け
る
今
年

度
の
調
査
内
容
は
。

梶
係
長　
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
の
建
設
及
び
運
営
主
体
の

検
討
、
事
業
資
金
調
査
検
討
、

プ
ラ
ン
ト
の
概
算
事
業
収
支
作

成
、
参
加
希
望
す
る
農
家
へ
の

説
明
を
行
い
、
集
中
型
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
。

斎
賀
委
員　
町
独
自
の
プ
ラ
ン

ト
百
頭
型
は
手
を
付
け
な
い
で
、

集
中
型
に
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

個
別
型
の
３
つ
の
プ
ラ
ン
は
止

め
る
の
か
。

角
山
課
長　
プ
ラ
ン
ト
の
選
択

肢
が
増
え
た
の
で
、
そ
の
可
能

性
を
調
査
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

植
村
委
員　
公
共
施
設
総
合
管

理
計
画
策
定
事
業
の
内
容
は
。

渡
邊
主
幹　
本
計
画
は
平
成
28

年
度
に
策
定
し
、
５
年
経
過
し

て
い
る
。
当
時
な
か
っ
た
個
別

計
画
も
踏
ま
え
、
ま
た
教
育
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
を
現
在
策

定
し
て
い
る
た
め
、
国
の
指
導

も
あ
り
、
令
和
４
年
度
に
改
定

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

植
村
委
員　
耐
用
年
数
が
既
に

過
ぎ
て
い
る
集
会
所
の
維
持
管

理
は
。

野
々
村
町
長　

農
村
部
も
人
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
集
約

的
な
管
理
と
い
う
方
向
性
も
視

野
に
入
れ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

《
民
生
費
》

無
量
谷
委
員　

こ
ざ
く
ら
荘
施

設
整
備
支
援
事
業
の
内
容
は
。

清
水
係
長　
特
浴
設
備
の
経
年

劣
化
に
よ
る
更
新
。
ま
た
、
入

浴
に
使
用
し
て
い
る
ラ
イ
ナ
ー

リ
フ
ト
や
車
椅
子
に
乗
っ
た
ま

ま
体
重
を
測
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ス
ケ
ー
ル
ス
タ
ン
ド
器
具
等
の

更
新
を
予
定
。

斎
賀
委
員　
冬
の
生
活
応
援
事

業
の
灯
油
購
入
助
成
費
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
助
成
す

る
の
か
。

清
水
係
長　
例
年
と
同
様
、
１

月
１
日
現
在
の
店
舗
価
格
で
判

断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

斎
賀
委
員　
こ
ど
も
園
管
理
費

の
園
庭
遊
具
保
守
業
務
は
認
定

こ
ど
も
園
だ
け
の
も
の
か
。

鈴
木
園
長　
認
定
こ
ど
も
園
に

設
置
し
て
あ
る
大
型
遊
具
の
み

の
保
守
点
検
費
用
と
な
る
。

植
村
委
員　
高
齢
者
対
策
の
交

通
費
助
成
事
業
の
算
出
根
拠
は
。

清
水
係
長　
交
通
費
助
成
は
カ

ー
ド
交
付
時
に
発
行
し
た
方
、

百
90
名
、
令
和
４
年
度
、
新
規

に
該
当
す
る
３
百
70
名
を
含
め

５
百
60
名
の
予
算
に
な
る
。

植
村
委
員　
長
寿
ま
つ
り
で
例

年
、
紅
白
の
饅
頭
を
対
象
者
に

配
付
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
好

評
で
な
い
と
の
話
を
聞
い
た
。

今
後
、
牛
乳
の
贈
答
券
等
に
変

更
で
き
な
い
か
。

清
水
係
長　
そ
れ
ら
の
意
見
も

踏
ま
え
、
今
後
検
討
す
る
。

植
村
委
員　
こ
ど
も
園
管
理
費

の
広
域
入
所
委
託
事
業
の
予
算

増
の
理
由
は
。

岡
本
係
長　
対
象
者
１
名
は
変

わ
ら
な
い
が
、
契
約
し
て
い
る

保
育
士
人
数
の
加
算
等
に
よ
り

増
額
と
な
っ
た
。

西
澤
委
員　
市
民
後
見
人
制
度

に
お
け
る
社
会
福
祉
協
議
会
の

体
制
は
。

山
本
主
幹　
現
在
、
社
会
福
祉

士
が
欠
員
の
ま
ま
だ
が
、
引
き

続
き
募
集
を
行
う
と
聞
い
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
人
件
費
等
も
予

算
計
上
し
て
い
る
。

西
澤
委
員　
老
人
福
祉
管
理
費

の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
台

数
は
何
件
な
の
か
。

清
水
係
長　
設
置
台
数
は
12
台
。

西
澤
委
員　
行
政
報
告
で
安
心

バ
ト
ン
の
配
置
を
引
き
続
き
行

う
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
容

は
。

山
本
主
幹　
安
心
バ
ト
ン
は
、

高
齢
化
が
進
む
中
、
一
人
暮
ら

し
や
老
夫
婦
世
帯
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
、
体
調
の
急
変
時
な

ど
に
家
族
が
近
く
に
い
な
い
場

合
、
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ

る
よ
う
消
防
や
病
院
、
役
場
な

ど
関
係
機
関
同
士
が
情
報
共
有

で
き
る
仕
組
み
。

《
衛
生
費
》

斎
賀
委
員　
不
妊
治
療
に
つ
い

て
、
新
し
く
保
険
適
用
に
な
っ

た
が
、
今
ま
で
ど
お
り
の
内
容

で
助
成
す
る
の
か
。

長
山
係
長　
保
険
適
用
は
承
知

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
同
様

の
補
助
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

斎
賀
委
員　
通
常
の
保
健
セ
ン

タ
ー
管
理
費
の
修
繕
費
と
は
別

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
そ

の
理
由
は
。

長
山
係
長　
保
健
セ
ン
タ
ー
職

員
が
役
場
に
移
っ
て
か
ら
２
年

経
過
し
た
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
１
階
に
常
駐
す
る
職
員

が
い
な
い
こ
と
は
不
都
合
で
あ

る
と
の
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
を

受
け
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

所
を
１
階
へ
移
転
す
る
た
め
の

改
修
経
費
を
別
計
上
し
た
。
な

お
、
旧
事
務
室
部
分
は
、
相
談

ス
ペ
ー
ス
や
会
議
な
ど
で
も
使

用
で
き
る
よ
う
に
、
可
動
式
の

壁
を
設
置
す
る
予
定
。

植
村
委
員　
脳
ド
ッ
ク
検
診
は

昨
年
度
予
算
計
上
が
な
か
っ
た
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が
、
今
後
毎
年
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
か
。

長
山
係
長　
検
査
機
関
の
判
断

に
よ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
隔

年
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

高
橋
秀
之
委
員　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
入
院
等
交
通

費
助
成
事
業
の
内
容
は
。
ま
た
、

本
町
で
入
院
さ
れ
た
方
が
何
件

く
ら
い
退
院
時
に
助
成
を
受
け

た
の
か
。

村
上
課
長　
入
院
が
必
要
に
な

る
場
合
に
は
、
保
健
所
の
車
両

で
入
院
手
続
き
に
な
る
が
、
退

院
時
は
自
費
に
な
る
の
で
、
そ

の
際
の
交
通
費
用
を
町
で
助
成

す
る
制
度
に
な
る
。
こ
れ
ま
で

入
院
患
者
は
数
名
い
た
が
、
退

院
時
は
公
共
交
通
機
関
を
使
わ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
申
請
は

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
令
和
３

年
度
助
成
実
績
は
現
在
０
件
。

《
農
林
水
産
業
費
》

植
村
委
員　
残
土
堆
積
場
整
備

業
務
の
内
容
は
。
ま
た
、
残
土

は
建
設
現
場
か
ら
出
た
土
砂
と

い
う
こ
と
か
。

植
村
技
術
長　

問
寒
別
の
土
砂

仮
置
き
場
が
満
杯
の
た
め
、
堆

積
場
を
広
げ
る
予
算
に
な
る

　
建
設
、
土
木
、
農
業
用
水
道

関
係
の
掘
削
土
砂
を
堆
積
し
、

う
ち
良
質
な
も
の
は
、
再
利
用

す
る
な
ど
の
使
い
分
け
を
し
て

い
る
。

植
村
委
員　
農
業
用
水
道
管
理

費
の
増
額
理
由
は
。

鎌
田
主
査　
上
幌
浄
水
場
の
運

営
事
業
で
整
備
し
た
も
の
に
関

し
て
、
組
合
所
有
の
も
の
と
違

う
薬
品
が
増
え
て
い
る
の
で
、

補
充
費
が
増
額
と
な
っ
た
。

佐
藤
委
員　
負
担
金
と
し
て
計

上
し
て
い
る
、
る
も
い
森
林
認

証
協
議
会
の
事
業
内
容
は
。

山
本
課
長　
森
林
の
違
法
伐
採

を
防
ぎ
、
留
萌
北
部
森
林
組
合

か
ら
出
る
木
材
を
認
証
材
と
し

て
流
通
さ
せ
る
た
め
の
認
証
に

係
る
経
費
負
担
。

斎
賀
委
員　
農
業
支
援
員
活
動

事
業
の
中
で
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
２
名
分
の
住
宅
の
予
算
は

計
上
し
な
く
て
よ
か
っ
た
の
か
。

新
野
係
長　
問
寒
別
に
あ
る
移

住
促
進
住
宅
を
利
用
す
る
た
め

家
賃
は
か
か
ら
な
い
。

斎
賀
委
員　
農
業
用
水
道
施
設

改
修
事
業
の
漏
水
探
査
用
量
水

器
設
置
に
つ
い
て
、
設
置
場
所

は
ど
こ
か
。
ま
た
、
年
間
の
維

持
費
は
ど
の
程
度
か
。

鎌
田
主
査　
上
幌
延
と
開
進
地

区
に
現
存
す
る
２
台
の
更
新
と
、

新
た
に
１
台
設
置
す
る
事
業
。

用
水
の
漏
れ
を
確
認
す
る
だ
け

の
装
置
の
た
め
維
持
費
は
発
生

し
な
い
。

西
澤
委
員　
私
道
除
雪
対
策
事

業
費
の
減
額
理
由
は
。

新
野
係
長　
農
道
、
生
活
道
路

と
も
前
年
同
件
数
を
見
込
ん
で

い
る
。
除
雪
運
行
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、
詳
細
な
実

績
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
積
算
を
精
査
し
た
結
果
。

西
澤
委
員　
有
害
鳥
獣
駆
除
、

特
定
外
来
生
物
駆
除
に
つ
い
て
、

予
定
さ
れ
て
い
る
駆
除
頭
数
は
。

山
本
課
長　
有
害
鳥
獣
の
駆
除

は
鹿
６
百
頭
、
キ
ツ
ネ
50
頭
、

カ
ラ
ス
２
百
50
羽
。
特
定
外
来

生
物
は
ア
ラ
イ
グ
マ
が
２
百
50

頭
。
た
だ
こ
れ
は
あ
く
ま
で
予

定
頭
数
な
の
で
、
現
状
を
考
慮

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
臨
機
応

変
に
対
応
す
る
。

《
商
工
費
》

植
村
委
員　
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧

場
の
業
務
管
理
費
に
つ
い
て
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
が
。

伊
山
係
長　
こ
こ
数
年
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
ト
ナ
カ
イ
貸
し
出

し
が
激
減
し
、
観
光
牧
場
の
収

入
が
大
き
く
減
っ
た
こ
と
。
ま

た
、
ミ
ズ
ナ
ラ
樽
の
試
験
製
造

業
務
に
関
す
る
経
費
増
な
ど
が

主
な
要
因
。

西
澤
委
員　
名
林
公
園
ま
つ
り

に
関
し
て
、
実
施
主
体
は
観
光

協
会
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
開
催
に
つ
い
て
担
当
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

伊
山
係
長　
同
様
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ
は

感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実
施

し
た
が
、
名
林
公
園
ま
つ
り
は

人
流
を
制
御
す
る
の
が
難
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
日
程
的
な
こ

と
も
含
め
て
、
観
光
協
会
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

植
村
委
員　
ブ
ド
ウ
栽
培
に
関

す
る
予
算
は
、
商
工
費
の
中
で

見
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
今
後
、

苗
を
増
や
す
と
い
う
考
え
は
な

い
の
か
。

伊
山
係
長　
観
光
牧
場
内
の
敷

地
で
行
っ
て
い
る
が
、
余
材
等

を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経

費
は
発
生
し
て
い
な
い
。

角
山
課
長　
実
質
、
当
課
の
職

員
が
作
業
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
栽
培
面
積
は
限
界
と
思
っ

て
い
る
。

高
橋
秀
之
委
員　

新
規
計
上
さ

れ
て
い
る
広
域
観
光
周
遊
促
進

事
業
の
内
容
は
。

伊
山
係
長　
宗
谷
総
合
振
興
局
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が
窓
口
と
な
り
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
向
け
た
海
外
か
ら
の
旅

行
者
を
誘
客
す
る
た
め
の
事
業
。

参
画
自
治
体
は
、
稚
内
市
と
利

尻
町
、
利
尻
富
士
町
、
礼
文
町
、

猿
払
村
、
豊
富
町
、
幌
延
町
の

１
市
６
町
村
。

《
土
木
費
》

斎
賀
委
員　
建
設
機
械
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
除
雪
ロ
ー
タ
リ

を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

補
強
か
更
新
か
。

若
杉
係
長　
更
新
と
い
う
こ
と

で
考
え
て
い
る
。

西
澤
委
員　
道
路
台
帳
補
正
が

昨
年
度
よ
り
４
百
万
円
ほ
ど
増

額
に
な
っ
て
い
る
が
。

島
田
課
長　
基
本
的
に
前
年
度

実
施
し
た
道
路
改
良
に
伴
う
台

帳
補
正
と
な
る
が
、
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
の
策
定
に
伴
い
、

現
状
の
デ
ー
タ
と
の
差
異
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

も
併
せ
て
台
帳
補
正
す
る
こ
と

と
し
、
増
額
と
な
っ
た
。

無
量
谷
委
員　

公
営
住
宅
長
寿

命
化
改
修
工
事
の
内
容
は
。

多
田
係
長　
こ
ざ
く
ら
団
地
２

号
棟
屋
上
防
水
、
外
壁
塗
装
な

ど
の
工
事
に
な
る
。

《
消
防
費
》

無
量
谷
委
員　

防
災
対
策
事
業

の
防
災
備
品
購
入
内
訳
は
。

伊
藤
主
幹　
防
災
用
備
蓄
品
と

い
う
こ
と
で
、
鍋
や
ヤ
カ
ン
と

い
っ
た
一
般
的
な
も
の
の
他
に
、

今
回
は
コ
ロ
ナ
対
策
用
品
と
し

て
、
空
気
清
浄
器
を
各
公
共
施

設
に
30
台
購
入
す
る
予
定
。

《
教
育
費
》

植
村
委
員　
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
改
修
工
事

の
期
間
、
そ
の
間
の
球
場
利
用

は
。

戸
川
主
幹　
工
事
に
つ
い
て
は

４
ヶ
月
程
度
か
か
る
と
聞
い
て

い
る
。
工
事
期
間
中
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
都
度
協
議
と
す
る

が
、
大
会
等
の
開
催
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

高
橋
秀
之
委
員　

成
人
年
齢
が

18
歳
と
な
る
が
、
成
人
式
の
実

施
方
法
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

戸
川
主
幹　
現
状
と
同
様
に
20

歳
実
施
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
成
人
の
式
典
と
は
な
ら

な
い
の
で
、
新
た
な
ネ
ー
ミ
ン

グ
は
考
え
て
い
き
た
い
。

総　
　
括

無
量
谷
委
員　

下
沼
地
区
の
町

営
草
地
売
却
の
検
討
は
。

野
々
村
町
長　

ま
ず
は
、
地
域
、

集
落
全
体
で
協
議
す
る
こ
と
が

先
決
と
思
っ
て
い
る
。

斎
賀
委
員　
役
場
庁
舎
内
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が

発
生
し
た
時
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
っ
た
の
か
。
職
員
間
で

の
情
報
共
有
は
な
さ
れ
て
い
た

の
か
。
ま
た
、
町
民
へ
の
周
知

方
法
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
い
。

藤
井
課
長　
職
員
に
は
庁
内
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
て
周
知
し
た
。
た
だ
し
、
濃

厚
接
触
者
に
つ
い
て
は
原
因
の

特
定
が
難
し
い
た
め
周
知
は
し

て
い
な
い
。

村
上
課
長　
町
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
北
海
道
、
保
健
所

の
方
か
ら
の
指
導
に
従
い
、
町

内
で
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
周
知
徹
底
を
は
か
っ
て
い

る
。
た
だ
陽
性
者
が
出
た
と
き

は
周
知
で
き
る
が
、
人
に
よ
っ

て
療
養
期
間
が
違
う
場
合
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
療
養
解
除
の
周

知
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

植
村
委
員　
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業

検
討
支
援
事
業
の
事
業
費
の
と

ら
え
方
は
、
新
し
く
集
中
型
と

し
て
行
う
場
合
の
調
査
費
と
す

る
の
か
。

野
々
村
町
長　

ノ
ン
フ
ァ
ー
ム

型
に
な
っ
て
売
電
が
出
来
る
こ

と
自
体
が
集
中
型
と
個
別
型
で

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
比
較
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

高
橋
秀
之
委
員　

患
者
数
減
少

の
要
因
は
。

若
本
事
務
次
長　

木
曜
日
午
後

の
休
診
の
影
響
も
あ
る
が
、
こ

こ
数
年
の
患
者
数
の
推
移
を
考

慮
し
て
算
出
し
て
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

無
量
谷
委
員　

介
護
保
険
料
の

滞
納
繰
越
の
回
収
方
法
は
。

清
水
係
長　
電
話
連
絡
、
戸
別

訪
問
に
よ
る
状
況
把
握
を
行
っ

た
う
え
で
約
束
を
取
り
交
わ
す

よ
う
に
し
て
い
る
。
給
付
制
限

な
ど
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
状

況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

無
量
谷
委
員　

水
道
利
用
料
金

の
滞
納
繰
越
額
は
法
人
な
の
か

個
人
な
の
か
。
ま
た
、
そ
の
回

収
方
法
は
。

宮
下
係
長　
主
に
個
人
。
電
話

連
絡
、
戸
別
訪
問
な
ど
を
行
い
、

少
し
で
も
納
付
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
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下
水
道
事
業
特
別
会
計

高
橋
秀
之
委
員　

下
水
道
施
設

修
繕
事
業
の
工
事
請
負
費
増
額

の
要
因
は
。

宮
下
係
長　
下
水
道
管
理
セ
ン

タ
ー
の
流
量
計
と
濃
度
計
、
併

せ
て
６
台
の
更
新
を
す
る
た
め
。

西
澤
委
員　
地
方
公
営
企
業
法

適
用
化
事
業
の
金
額
が
、
簡
易

水
道
事
業
会
計
と
同
じ
項
目
で

同
額
だ
が
。

宮
下
係
長　
企
業
会
計
シ
ス
テ

ム
が
下
水
道
と
簡
易
水
道
、
同

一
の
業
務
の
た
め
案
分
し
て
い

る
形
に
な
る
。

質
問

町
内
酪
農
業
者
に
対
す

る
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

今
年
度
か
ら
後
継
者
や

第
三
者
継
承
予
定
者
に
対
し
て

奨
励
金
を
交
付
し
、
経
営
基
盤

の
強
化
と
地
域
酪
農
の
持
続
的

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
幌
延
町
農
業
経
営
継
承
奨

励
事
業
」
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
従
来
の
「
生
乳
生
産

拡
大
事
業
」
を
見
直
し
、
低
能

力
牛
の
更
新
、
初
妊
牛
導
入
も

事
業
対
象
に
加
え
、
良
質
乳
の

生
産
向
上
に
よ
り
、
生
乳
生
産

力
の
維
持
、
拡
大
を
図
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。

質
問

酪
農
の
基
盤
で
あ
る
草

地
更
新
で
の
種
子
と
肥
料
代
を

条
件
付
き
で
補
助
で
き
な
い
か
。

町
長

本
町
の
酪
農
は
自
然
条

件
や
営
農
環
境
か
ら
、
草
地
型

酪
農
が
望
ま
し
く
、
こ
れ
ま
で
数

々
の
土
地
改
良
事
業
を
各
農
家

の
努
力
で
行
わ
れ
、
強
固
な
自

給
飼
料
基
盤
を
確
立
し
て
き
た
。

　
今
後
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
意

欲
を
持
っ
て
営
農
で
き
る
よ
う
、

農
協
や
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必

要
な
の
か
検
討
を
進
め
、
新
年

度
内
で
き
ち
ん
と
話
を
し
て
い

き
た
い
。

質
問

冬
季
間
委
託
で
き
る
育

成
セ
ン
タ
ー
事
業
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

今
、
担
当
課
内
で
構
想

を
思
案
中
な
の
で
、
あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
た
時
点
で
農
協
と
協

議
し
な
が
ら
前
へ
進
め
た
い
。

施
設
設
備
自
体
相
当
コ
ス
ト
の

大
き
な
も
の
に
な
る
事
業
と
考

え
る
。

質
問

町
の
拠
点
づ
く
り
に
つ

い
て
は
「
道
の
駅
」
構
想
と
し

て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と

思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
具

体
化
し
て
い
く
の
か
。

町
長

当
初
か
ら
道
の
駅
と
い

う
構
想
で
進
ん
で
き
て
は
い
な

い
。
複
合
的
な
拠
点
整
備
と
い

う
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

植 村　　敦
・
活
力
と
賑
わ
い
を
創
る
政
策
に
つ

い
て

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
幌
延
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議

や
町
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
意

見
を
基
に
検
討
し
て
き
た
こ
と

を
整
理
し
、
住
民
生
活
の
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
る
機
能
サ
ー

ビ
ス
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
更

新
を
要
す
る
公
共
施
設
と
の
複

合
的
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
深
め
る
。

質
問

拠
点
づ
く
り
施
設
の
名

称
も
含
め
も
っ
と
具
体
的
に
町

民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
こ
こ
２
年

ほ
ど
、
町
民
を
対
象
と
し
た
会

議
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
今
ま
で
の
会
議
や
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
高
齢
者
及
び
子

供
の
交
流
と
生
活
の
拠
点
と
し

て
の
機
能
や
、
町
民
の
利
便
性

向
上
と
憩
い
の
場
な
ど
の
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
意
見
か
ら
施
設
の
建
設
は
街

中
の
傾
向
が
強
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　
新
し
い
体
制
で
の
創
生
会
議

や
役
場
内
で
の
検
討
に
加
え
常

任
委
員
会
等
で
十
分
議
論
を
重

ね
た
う
え
で
町
と
し
て
の
方
針

を
示
し
て
い
き
た
い
。

地域の課題をとらえて
2 氏が一般質問
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幌
延
町
に
お
け
る
民
間
賃
貸

住
宅
支
援
事
業
に
つ
い
て

質
問

人
口
が
増
え
な
い
こ
と

に
よ
り
地
方
交
付
税
の
減
や
水

道
料
金
、
医
療
費
、
食
料
品
購

入
費
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
遠
別
町
や
豊
富
町
で
の
例
を

参
考
に
町
内
の
人
口
確
保
の
た

め
に
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
支
援

事
業
を
充
実
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長

町
で
は
定
住
の
促
進
と

町
内
経
済
の
発
展
の
寄
与
を
目

的
に
、
幌
延
町
民
営
賃
貸
住
宅

建
設
促
進
助
成
条
例
に
基
づ
い

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
他
の

自
治
体
に
も
良
い
事
例
が
あ
る

の
で
商
工
会
と
連
携
の
も
と
、

現
状
に
即
し
た
支
援
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

除
雪
体
制
に
つ
い
て

質
問

異
常
気
象
に
伴
う
除
雪

の
遅
れ
な
ど
で
町
民
の
暮
ら
し

に
影
響
が
出
て
い
た
。
小
型
ホ

イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
で
交
差
点
な
ど

の
除
雪
を
行
う
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
の
か
。

町
長

町
内
の
除
雪
体
制
に
つ

い
て
は
各
受
託
業
者
が
情
報
共

有
を
図
り
除
雪
し
て
い
る
。
た

だ
、
吹
雪
や
降
雪
量
の
多
い
と

き
な
ど
に
大
幅
に
時
間
が
遅
れ

る
事
が
あ
り
、
ご
指
摘
の
事
案

に
な
っ
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
の
活
用
と

克
雪
に
よ
る
企
業
誘
致
の

取
り
汲
み
に
つ
い
て

質
問

町
内
会
単
位
又
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
立
、

活
用
し
、
小
型
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ

ー
に
よ
る
除
雪
体
制
を
整
え
、

克
雪
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
で
企
業
誘
致
に
も
繋
が
っ
て

い
く
と
思
う
が
ど
の
よ
う
な
考

え
か
。

町
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
関
し
て
は
地
域
活
動
を
担

う
人
材
不
足
が
顕
在
化
し
て
い

高 橋　秀 明
①
幌
延
町
に
お
け
る
民
間
賃
貸
住
宅

建
設
支
援
事
業
に
つ
い
て

②
除
雪
体
制
に
つ
い
て

③
シ
ル
バ
ー
人
材
の
活
用
と
克
雪
に
よ

る
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

行
政
報
告―

町
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３

回
目
の
接
種
に
つ
い
て
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
、
施
設
入
所
者

や
従
事
者
を
対
象
に
、
２
月
下

旬
か
ら
３
月
５
日
ま
で
に
希
望

者
へ
の
接
種
を
完
了
し
た
。
64

歳
以
下
の
住
民
へ
の
接
種
に
つ

い
て
は
、
２
回
目
の
接
種
が
完

了
し
て
い
る
住
民
の
８
割
強
の

方
々
に
対
し
接
種
が
完
了
す
る

見
込
み
。

　
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
を
対
象

と
し
た
小
児
接
種
に
つ
い
て
も
、

百
回
分
の
ワ
ク
チ
ン
の
配
分
が

あ
り
３
月
６
日
に
定
員
を
50
名

と
し
て
１
回
目
を
接
種
し
、
２

回
目
は
３
月
31
日
に
実
施
す
る

予
定
。

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

●
学
校
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

学
年
末
の
ま
と
め
や
卒
業
式
な

ど
に
向
け
て
の
学
習
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
幌
延
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
稚

内
市
で
開
催
さ
れ
た
令
和
３
年

度
稚
内
地
区
管
楽
器
個
人
コ
ン

ク
ー
ル
に
参
加
し
２
名
が
銀
賞

を
受
賞
し
た
。

●
社
会
教
育

　
１
月
５
日
に
令
和
４
年
成
人

式
を
開
催
。
参
加
は
11
名
。

　
少
年
団
活
動
で
は
幌
延
ジ
ー

ラ
イ
ズ
が
第
38
回
北
海
道
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大

会
に
お
い
て
優
勝
し
た
ほ
か
、

当
町
出
身
の
中
学
生
が
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
全
道
、
全
国

規
模
の
大
会
で
優
勝
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
躍
に
対
し
、
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
る
。

■
議
案
第
2
号

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　
産
業
・
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

空
調
設
備
改
修
事
業
１
億
４
千

３
万
円
の
増
、
問
寒
別
地
区
道

営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
１
千

５
百
91
万
２
千
円
の
増
、
大
雪

の
影
響
に
よ
る
除
雪
業
務
委
託

料
２
千
８
百
62
万
１
千
円
の
増
、

燃
料
費
の
高
騰
に
よ
る
各
学
校

施
設
の
燃
料
費
及
び
光
熱
水
費

の
増
な
ど
。

㉄
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育
成

支
援
に
つ
い
て
、
要
望
ど
お
り

４
月
か
ら
２
名
の
採
用
と
な
る

の
か
。

答
学
生
数
と
希
望
数
と
の
兼
ね

合
い
で
、
１
名
の
み
今
年
４
月

か
ら
こ
ざ
く
ら
荘
へ
採
用
と
な

る
予
定
。

㉄
無
人
駅
の
維
持
管
理
業
務
が

２
百
50
万
円
の
増
額
に
な
っ
た

理
由
は
。

答
ホ
ー
ム
下
の
除
雪
は
専
門
的

な
技
術
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

Ｊ
Ｒ
が
管
理
し
て
い
る
が
、
年

明
け
の
大
雪
に
よ
る
作
業
量
の

増
加
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。

る
中
で
、
高
齢
者
が
意
欲
と
能

力
の
あ
る
限
り
地
域
社
会
で
活

躍
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
あ

わ
せ
て
、
関
係
機
関
と
検
討
を

進
め
て
い
る
。
冬
期
間
の
気
象

条
件
は
そ
の
時
々
で
大
き
く
変

動
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
に
機

械
を
保
有
す
る
の
で
は
な
く
、

持
続
的
な
運
用
が
は
か
ら
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。
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第
1
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
２
月
28
日

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
追
加
３
回
目
接
種
に
つ
い

て
　
８
ヵ
月
を
基
本
と
し
て
い
た

接
種
間
隔
を
６
ヵ
月
前
倒
し
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
対

象
者
は
、
町
民
が
約
１
千
７
百

40
人
、
住
所
地
外
接
種
者
が
約

２
百
60
人
で
合
計
２
千
人
程
を

見
込
ん
で
い
る
。

㉄
３
回
目
接
種
が
遅
い
の
は
何

か
理
由
が
あ
っ
た
の
か
。

答
接
種
間
隔
が
８
ヵ
月
か
ら
６

ヵ
月
に
変
更
に
な
り
、
少
し
で

も
対
象
者
を
広
げ
た
い
と
の
考

え
か
ら
調
整
に
時
間
を
要
し
た
。

▽
町
内
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
訪
問
看
護
事
業
開
始
に

つ
い
て

　
令
和
４
年
度
か
ら
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
と
し
た
。

　
現
在
、
各
事
業
所
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
訪
問
看
護
事
業
は
、
病
気
や

障
が
い
を
持
っ
た
方
が
住
み
慣

れ
た
地
域
や
家
庭
で
、
そ
の
人

ら
し
い
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

内
容
は
身
体
の
清
潔
や
食
事
の

介
助
、
病
気
等
の
確
認
、
医
師

の
指
示
に
よ
る
医
療
処
置
、
そ

の
ほ
か
在
宅
酸
素
や
人
工
呼
吸

な
ど
の
管
理
、
床
ず
れ
防
止
の

工
夫
や
指
導
。
ま
た
、
人
工
肛

門
な
ど
の
後
処
置
や
、
糖
尿
病

に
よ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
自
己
注

射
な
ど
に
も
対
応
を
す
る
。

　
現
在
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
は
56
名
い
る
が
、

そ
の
う
ち
訪
問
看
護
の
利
用
推

進
者
は
12
名
ほ
ど
。

　
人
材
や
経
費
、
実
施
ま
で
の

期
間
な
ど
の
面
か
ら
、
既
に
天

塩
町
に
あ
る
北
海
道
総
合
在
宅

ケ
ア
事
業
団
天
塩
サ
ブ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
、
看
護
師
を
派
遣

し
て
も
ら
う
方
向
で
調
整
し
て

い
る
。

▽
令
和
４
年
度
農
業
経
営
に
関

す
る
支
援
事
業
に
つ
い
て

①
幌
延
町
農
業
経
営
継
承
奨
励

事
業
に
つ
い
て

　
本
町
で
農
業
を
営
む
家
族
労

働
を
基
幹
と
す
る
経
営
体
の
後

継
者
で
、
49
歳
以
下
ま
た
は
第

三
者
継
承
予
定
者
に
対
し
百
万

円
の
奨
励
金
を
交
付
す
る
。
農

業
経
営
改
善
計
画
等
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
、
家
族
経
営
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
、
経
営
継
承

後
５
年
間
は
農
業
経
営
を
営
む

こ
と
の
３
つ
を
要
件
と
す
る
。

②
幌
延
町
生
乳
生
産
拡
大
事
業

に
つ
い
て

　
初
妊
牛
の
導
入
に
対
し
１
頭

当
た
り
20
万
円
を
上
限
に
10
頭

ま
で
補
助
し
て
き
た
が
、
さ
ら

に
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
低

能
力
牛
の
更
新
に
対
し
て
も
新

た
に
支
援
す
る
こ
と
と
す
る
。

今
後
は
、
既
存
の
増
頭
枠
で
10

頭
、
生
産
性
の
向
上
枠
で
10
頭

の
最
大
20
頭
ま
で
補
助
可
能
と

な
る
。

▽
下
水
道
管
路
改
修
工
事
に
係

る
詳
細
設
計
業
務
に
つ
い
て

　
町
道
駅
前
仲
通
線
は
、
開
削

工
法
に
よ
り
新
た
に
下
水
道
管

を
敷
設
す
る
。
町
道
３
条
仲
通

線
は
、
推
進
工
法
で
新
た
に
下

水
道
管
を
敷
設
し
、
ま
た
新
た

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
設
け

て
、
圧
送
す
る
内
容
と
す
る
。

今
後
、
道
路
改
良
計
画
と
併
せ

て
進
め
る
必
要
性
が
あ
り
、
課

題
な
ど
を
整
理
す
る
期
間
も
必

要
な
こ
と
か
ら
、
詳
細
設
計
は

当
初
予
算
で
は
な
く
、
６
月
補

正
予
算
に
て
計
上
予
定
。

▽
除
雪
車
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
、
本
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
が
、
夏
場
作
業
に
も

利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
改
修

を
進
め
、
職
員
の
事
務
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

▽
地
域
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
形
成
事

業
に
つ
い
て

　
集
落
地
域
に
お
け
る
機
能
維

持
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
問

寒
別
地
区
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
た
、
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
拠
点
を
設
け
る

こ
と
に
よ
る
集
落
の
存
続
を
図

る
た
め
の
事
業
。

　
昔
は
皆
が
余
裕
が
あ
り
、
向

こ
う
３
軒
両
隣
機
能
で
果
た
し

て
い
た
地
域
の
支
え
合
い
を
組

織
と
し
て
果
た
し
て
い
く
べ
き

と
の
観
点
か
ら
、
地
域
集
落
の

機
能
を
提
供
す
る
拠
点
「
集
落

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
。
現

在
は
実
証
実
験
と
し
て
、
地
域

交
通
、
日
常
生
活
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

▽
オ
ト
ン
ル
イ
風
力
発
電
更
新

事
業
に
つ
い
て

　
風
力
発
電
を
新
た
に
設
置
す

る
場
所
は
現
在
と
同
じ
浜
里
地

区
で
、
発
電
規
模
も
現
行
と
同

様
の
２
万
１
千
㎾
と
な
る
が
、

発
電
機
は
現
行
の
28
基
か
ら
５

基
へ
と
変
わ
る
。
蓄
電
池
は

40

MW
級
で
、
総
工
費
は
約
百
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

㉄
幌
延
町
の
出
資
割
合
に
変
更

は
な
い
の
か
。

答
新
た
な
出
資
者
の
参
画
に
つ

い
て
検
討
中
だ
が
、
幌
延
町
の

持
分
３
％
は
変
更
せ
ず
、
97
％

の
株
式
を
保
有
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
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ほろのべ議会だより 第123号 ほろのべ議会だより 第123号 

編
集
委
員
長
　
西
澤
　
裕
之

副
委
員
長
　
無
量
谷
　
隆

委
　
員
　
佐
藤
　
忠
志

委
　
員
　
高
橋
　
秀
明

　

議
会
の
日
程
は
告
知

端
末
機
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
持
分
変
更

に
よ
り
対
応
す
る
予
定
。

▽
幌
延
町
産
業
・
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
事
業
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
利
用
し
て
改
修
す
る
こ
と
と

し
、
屋
上
防
水
設
備
の
改
修
も

併
せ
て
実
施
す
る
。

㉄
屋
上
の
改
修
は
交
付
金
の
対

象
に
な
る
の
か
。

答
交
付
金
対
象
外
と
な
る
。

▽
地
域
内
消
費
促
進
緊
急
対
策

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
経
済
対
策
と
し
て
実
施
。
今

回
は
１
冊
５
千
円
と
し
て
販
売

し
、
７
千
円
分
の
商
品
券
と
な

る
。
４
千
５
百
セ
ッ
ト
を
販
売

し
、
町
民
１
世
帯
当
た
り
８
冊

ま
で
、
町
外
世
帯
は
２
冊
ま
で

を
限
度
と
す
る
。
販
売
は
６
月

上
旬
を
予
定
。

㉄
加
盟
店
に
20
％
、
飲
食
店
20

％
と
い
う
の
は
利
用
し
に
く
い

と
の
町
民
の
声
が
あ
る
。
専
用

分
を
外
す
と
い
う
考
え
は
な
い

か
。

答
飲
食
店
が
苦
境
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
外
す
考

え
は
な
い
。
換
金
率
も
高
く
、

提
供
す
る
側
も
慣
れ
て
き
て
い

る
部
分
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

㉄
コ
ロ
ナ
禍
は
飲
食
店
だ
け
で

は
な
く
、
多
種
多
様
な
職
業
に

影
響
が
出
て
い
る
。
牛
乳
券
の

配
布
な
ど
、
余
乳
対
策
は
出
来

な
い
か
。

答
議
員
か
ら
も
要
望
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

▽
商
工
業
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
商
工
業
経
営
力
向
上
促
進
事

業
は
、
機
械
設
備
費
等
の
取
得

費
用
を
補
助
、
商
工
業
雇
用
促

進
事
業
は
、
従
業
員
の
新
規
雇

用
に
対
し
て
の
補
助
、
商
工
業

人
材
育
成
支
援
事
業
は
、
従
業

員
の
資
格
取
得
に
係
る
費
用
を

補
助
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の

制
度
の
刷
新
と
一
部
改
正
を
し

た
う
え
で
支
援
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

㉄
既
存
商
工
会
員
で
上
限
の
５

百
万
円
を
利
用
し
た
も
の
で
も
、

新
た
に
制
度
利
用
は
可
能
か
。

答
一
度
使
っ
た
方
も
、
全
く
使

っ
て
い
な
い
方
も
、
一
律
フ
ラ

ッ
ト
な
状
態
で
制
度
の
利
用
が

可
能
。

　

議
会
は
、
町
の
予
算

や
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
う
大
切
な
会

議
の
場
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
選
ん
だ
議

員
の
活
動
や
町
政
の
方

針
な
ど
を
ぜ
ひ
直
接
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
の
際
は
、
役
場

１
階
の
総
務
財
政
課
で

受
付
を
し
て
３
階
の
議

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

議会を傍聴しませんか！ 議 会 の 動 き
11月29日▶令和３年

第4回議会運営委員会

11月29日▶令和３年
第6回まちづくり常任委員会

11月29日▶令和３年
第5回情報推進常任委員会

11月29日▶令和３年第5回全員協議会

1月18日 ▶宗谷町村議会議長会定期総会（議長・稚内市）

2月28日 ▶令和4年第１回全員協議会

2月28日 ▶令和4年第１回議会運営委員会

 ▶令和4年第１回まちづくり常任委員会

4月18日 ▶宗谷町村議会議長会定期総会（議長・稚内市）
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　幌延町では、町民の誇りと自信を高めるとともに、町民の豊かな心と実践力を育むことを目的として、
善行や努力をされた方を顕彰しています。
　顕彰の対象や推薦方法については、次のとおりです。
○対象者
　幌延町に居住する（居住していた）個人、もしくは所在する（所在していた）団体
○対象となる行為
　①勇気または親切あふれる行い
　②公徳心を高める行い
　③ボランティア活動その他の地域活動に功績のある行い
　④青少年の健全育成に功績のある行い
　⑤高齢者または障がい者などの生活支援に功績のある行い
　⑥その他①～⑤に相当すると認められる行い
　なお、推薦書の様式は役場、幌延町生涯学習センター、問寒別出張所に備え置くほか、町ホームペ
ージからもダウンロードすることができますので、記入後、総務財政課総務グループへ提出してくだ
さい。
　町長から顕彰の決定を受けた方に対しては、賞状および金品を贈呈します。
　皆さまの身近に顕彰の要件を満たす方がいる場合は、ぜひご推薦をお願いします。

幌延町民等の顕彰について

お問い合わせ先：総務財政課 総務グループ　電話 ５-1111　告知端末機 ５-8811

木造住宅耐震診断、耐震改修補助制度をご活用ください
　町では、昭和56年以前に建てられた木造住宅を対象に、地震に対する強度を測るための「耐震診断」
と、耐震診断の結果補強工事が必要となった場合の「耐震改修」の費用に対する補助制度を設けてい
ます。
　※「幌延町定住促進持家住宅建設等奨励補助金」と併用できます。

●補助対象住宅
　診　断　昭和56年５月31日以前に建築または着工された木造住宅、共同住宅、店舗併用住宅
　改　修　耐震診断の結果、総合評点1.0未満と診断された木造住宅、共同住宅、店舗併用住宅

●補助対象者
　診　断　補助対象住宅を所有または賃借していて、その住宅に居住する方
　改　修　補助対象住宅を所有する方

●補助金額
　診　断　費用額の２分の１以内（限度額10万円）
　改　修　費用額の２分の１以内（限度額100万円）
　　　　　※ 上記いずれの補助金額も、高齢者および障がい者世帯は３分の２以内
　　　　　※ 共同住宅は、３分の１と独立して住居用途に供する部分の数に20万円を乗じて得た額

のいずれか低い額（限度額100万円）
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インフォメーション情報

気 象 台 一 口 メ モ

開催月日 開催場所 初回更新者
講習(2時間)

優良運転者
講習(30分)

普通運転者
講習(1時間)

違反運転者
講習(2時間)

６月４日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 1４：00～ 15：30～
7月５日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：４5～ 15：00～

６月、7月の運転免許更新時講習のお知らせ

令和４年度　慰霊巡拝のお知らせ

申し込み・お問い合わせ先：保健福祉課 福祉グループ　電話 ５-1113　告知端末機 ５-8813

　「紫外線」という言葉は聞いたことがあると思います。
英語では「ultraviolet」、略して「UV」です。目に見え
る光（可視光線）の紫色の外側にあるのでこう呼ばれるよ
うです。紫外線は、体内でビタミンDを作るという良い面
もありますが、一方で健康被害をもたらします。急性では
“日焼け”、長期では“皮膚がん”などの病気になるリスクを高めます。
　紫外線の人体に与える影響は波長によって異なります。このため国際的にはUVインデックスという指
標が広く用いられています。環境省が発行する「紫外線環境保健マニュアル」には、UVインデックスに
応じた具体的な対策が示されています。気象庁はこれに資するUVインデックスの観測値や予測情報など
を提供しています。
　一般的に、太陽高度が高いほど紫外線は強くなるので、緯度により紫外線の強さは大きく異なります。
UVインデックスを見ると、沖縄ほどではありませんが、北海道においても冬を除いて紫外線の強さが中
程度の日が多く出現しており、特に6月から8月は非常に強い時期であることが判ります。
　情報を十分に活用して、紫外線による健康被害の予防に役立ててください。
　（稚内地方気象台ホームページ＞防災情報＞天気予報など＞紫外線情報）
　  ※ 二次元バーコードをご利用ください。

お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話 0162-23-2679

紫外線が強い時期に入ります紫外線が強い時期に入ります

　令和４年度に予定されている慰霊巡拝の実施予定時期などについてお知らせします。
○参加対象者（遺族の範囲）
　・慰霊巡拝を行う戦域における戦没者の配偶者、父母、子、兄弟姉妹、孫、おい・めい
　・参加遺族（子、兄弟姉妹）の配偶者
実施地域・予定時期など

実施地域名 実施予定時期 実施期間 申込締切 募集予定人員
インド 10月20日（木）～ 10月26日（水） 7日間 ６月６日(月) 15名
トラック諸島 10月21日（金）～ 10月26日（水） ６日間 ６月8日(水) 15名
ミャンマー 11月10日（木）～ 11月18日（金） 9日間 ６月9日(木) 15名
硫黄島（１次） 11月8日（火）～ 11月9日（水） ２日間 7月４日(月) 100名
フィリピン ２月16日（木）～ ２月23日（木） 8日間 9月１日(木) 80名
硫黄島（２次） ２月28日（火）～ ３月１日（水） ２日間 10月11日(火) 100名
　今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、実施を見合わせるなどの判断を行う場合があり
ます。新型コロナウイルス感染状況に関する最新情報は、外務省海外安全ホームページ(https://www.
anzen.mofa.go.jp/) や厚生労働省ホームページ(https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000164708_00001.html)などでご確認いただけますので、これらの情報を参考に参加の有無を判
断願います。
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インフォメーション情報

利　　用　　案　　内
幌延図書室
開館時間…【月 ～ 金】　9：30～20：00
　　　　　【土・日・祝】　9：30～17：00
休 館 日…12月30日～１月６日
電　　話…５-1321

問寒別図書コーナー
開館時間…【月 ～ 金】　9：30～22：00
　　　　　【土・日・祝】　9：30～17：00
休 館 日…12月30日～１月６日
電　　話…６-5006

図書室だより　～注目の新着本を紹介します～

一般図書 YA（中学生以上の方におすすめ） 絵本・児童書

　歌手になりたいと願う女の子、自分が
何に向いているかわかったおじいちゃん、
朝顔の花が咲いたのを発見した女の子
……。こんな時代だからこそ、日常に小
さな希望を見つけたい。どこかのページ
に、あなたがいるかもしれません。

『かみはこん
なに くちゃく
ちゃだけど』

著：ヨシタケシンスケ

　この本は「あかちゃんと家で何をして
あそんでいいかわからない」そんな声か
ら生まれました。
　あかちゃんがよろこぶスキンシップを
集め、はるな檸檬さんが素敵な絵本に仕
上げてくださいました。

『ぎゅ』
著：はるな檸檬

　正義の反対は、なんだろう？
　人気放送作家の石原健次さんがストーリ
ーを書き、「大家さんと僕」を描いた矢吹
太郎さんが挿絵を担当するこのちょっと変
わった物語は、そんなテーマの本です。

『10 歳からの
考える力が育
つ 20 の物語』
著：石原　健次

　子どもも大人も、毎日は「科学」との
お付き合いから始まります。「これって、
こういう化学変化のたまものだったのか
……」と、大人でも驚くことがいっぱい。
　化学の面白さに気づく！興味がぐんぐ
ん育つ！

『ドラえもん
探求ワールド
身近にいっぱ
い！おどろき

の化学』
著：こあらの学校

　好んでひとりで過ごしていたのに「い
じめられている」と誤解され、都会から
海辺の町に引っ越すことになってしまっ
た、中学１年生の凛子。家族を心配させ
まいと、今度こそ「友だち」を作ろうと
努力するが……。
　「友だちは本当に必要か？」悩みもがき
ながらも、自分なりの答えを探していく
――。胸が締めつけられる青春小説。

『世界は「　」で
沈んでいく』

著：櫻いいよ

　ユーイング肉腫で右足を切断された陸上
部の成瀬颯斗は、窓に映った自分の姿に絶
望する。「……これが僕？」学校に戻っても、
クラスメイトとの距離を感じる。ないはず
の右足の痛み（幻肢痛）に悩まされる。そ
んな彼を救ったのは、一本の板バネ（陸上
用義足）だった。
　颯斗が再び全力で走る日は来るのか？
最も感動的なパラアスリート小説が誕生
した！

『ギソク陸上部』
著：舟崎泉美

　人気のミステリー短篇集第２弾！事件
解決のカギはどこに？小説投稿サイト・
エブリスタに集まった 10 万作品超から選
ばれた、研ぎ澄まされたミステリー9篇
を収録。

『5分後に犯人
に迫るラスト』

著：エブリスタ

　テレビに映るたび「見ているだけで元
気になれる！」と SNS で大きな話題とな
る「タキミカ」こと瀧島未香さん。そん
な彼女の人生訓は「読むだけで勇気をも
らえる」こと間違いなし！
　一家に一冊備えておきたい、人生 100
年時代に役立つ「元気に生きるための教
科書」が誕生しました。

『タキミカ体操』
著：瀧島未香

　見て、読んで、幸せな気持ちになれる１冊。
　落ち込んでいるとき。心がモヤモヤする
とき。さみしいとき。１枚１枚が絵本作品の
ような葉っぱ切り絵作品集は、ページをめ
くるたびに、そこに自分だけの物語を見つ
けられるはずです。

『いつでも君の
そばにいる』

著：リト @ 葉っぱ切り絵

　愛と別れ、自尊心、幸福、自由、孤独、
夢、人間関係。誰が読んでも共感できる、
語りかけるような文章が疲れた心を癒し
てくれる。

『大丈夫じゃな
いのに大丈夫な

ふりをした』
著：クルベウ

　最高に頭が悪い料理。しかし、衝撃的
にうまい！一瞬で人をダメにする料理が
目白押し !

「うまい！」が約束された “ 平成生まれソ
ロハンター ” のソロキャンレシピを大公
開 !

『リロ氏のソロ
キャンレシピ』

著：リロ氏
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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」第24回－地下水の水質・水圧モニタリング

お問い合わせ先：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
　　幌延深地層研究センター：電話・告知端末機 ５-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
　　ゆめ地創館：電話・告知端末機 ５-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　地下深くにある地下水の中には、酸素がほとんど含まれていないため、金属がさびにくく、また、
地下水の動きが極めて遅い状態にあります。一方で、幌延深地層研究センターの地下施設のような
場所では、地下に坑道を掘った際、坑道周辺の地下水に坑道から酸素が入り込んでしまう可能性が
あります。地下水に酸素が入り込むと、人工バリアの一つである金属製のオーバーパックがさびや
すくなったり、物質が地下水中を移動しやす
くなったりすることが想定されます。そのた
め、坑道を掘った際に、周りの水質や水圧に
どのような変化が生じるか長期的に観測する
必要があります。
　幌延深地層研究センターでは、深度140m
・250m・350ｍの調査坑道からボーリング孔
（長さ数十ｍ程度）を掘って、地下水の水質
や水圧を観測するための機器を設置していま
す。観測区間は、水で膨らませるパッカーと
呼ばれる栓（ゴム製で風船のように膨らむ仕
組み）で区切られており、地下水が空気に触
れないように、水質や水圧を観測することが
できます（図１）。この観測装置を使って、
長期的なモニタリングを実施した結果、坑道
周辺の地下水には酸素が入り込んでいないこ
とがわかりました。また地下水の採水作業に
よって、地下水が酸素と触れて一時的に水質
が変わっても、微生物や鉱物と反応すること
で、短期間のうちに水質が元の酸素の少ない
状態に戻ることが明らかになっています（図
２）。
　金属は、酸素と水の両方が存在するとさび
やすくなります。今回得られた結果は坑道を
掘削した後も、酸素が少ない状態が保たれる
ものでした。このため、金属がさびにくい環
境が地下にあることがわかりました。

　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろのべの
窓」の誌面をお借りして町民の皆さまをはじめ、ご愛読者さまに研究内容についてご紹介さ
せていただきます。

モグ太くん

広報調査等交付金事業

図1　観測装置の概要

図2　長期モニタリングの測定結果
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　皆さんこんにちは、地域おこし協力隊の貞廣です。地域おこし協力隊としての
活動が４月から３年目に入り、最終年度を迎えることとなりました。２年前の４
月に幌延町の魅力に惹かれて移住してきたことが懐かしく感じます。今年度もど
うぞよろしくお願いいたします。
　活動の集大成を迎えるにあたって、昨年度の活動として取り組んでいたサロベ

ツ原野のガイドブックが３月末に完成しました。このガイドブックは幌延町から見るサロベツ原野
の特長を私なりに表現し、外からの視点で見た幌延町のサロ
ベツ原野というテーマの元、多くの方にご協力を頂きながら、
写真や文章、レイアウトなど一つ一つこだわって制作した１
冊となっています。幌延ビジターセンターを始め、町内の観
光施設や公共施設など
に設置していますので、
ぜひ一度手にとって見
ていただけたら嬉しい
です。ガイドブックの
感想などもお待ちして
おります。

協力隊おこし域地 通信
VOL.78

お問い合わせ先
（観光振興）企画政策課 企画政策グループ  
　　　　　　電話 ５-1114　告知端末機 ５-8814
（集落支援）地域おこし協力隊問寒別事務所「ほっと」 
　　　　　　電話・告知端末機 9-7367

観光振興担当　貞廣拓哉隊員

　早いもので問寒別に住んでから３度目の初夏を迎えております。
　令和２年10月より生涯学習センター、郵便局、お店のご利用や団体活動の参加な
ど、自動車が運転できなくても暮らし続けられる地域とするための取り組みとして、
問寒別地区内の移動をサポートする「問寒別地域交通」を開始しております。
　運行開始から約１年半が経過し、新たにご要望が多かった特急列車を使った旭川

方面への移動をサポートすべく、天塩中川駅への送迎を今年の３月より開始いたしました。
　運転免許を持っていない方の定期的な通院のための利用、冬道の運転を自粛している方の利用、
冬季間は除雪の妨げになるため駅に車を置い
て出かけられないという事情などから、運行
開始から多くのご利用をいただいております。
　天塩中川駅への送迎は特急列車をご利用さ
れる方限定としておりますが、移動先での目
的は病院の利用のみならず、旅行やお孫さん
に会いに行くなど制限はありませんので、ご
利用を希望される方は広報誌折込みチラシ
（問寒別地区限定）「問寒別地域交通車両試
験運行について」をご確認ください。

集落支援担当　中井正幸隊員
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お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話 0162-32-1９41
　　　　　　　　住民生活課 住民グループ　電話 ５-1112　告知端末機 ５-8812

令和４年４月に年金制度の一部が改正されました
　今回は改正された６点の内容についてご紹介します。
1　繰下げ受給の上限年齢引上げ
　老齢年金の繰下げ受給の上限年齢が70歳から75歳へと引き上げられました。また、
65歳に達した日以降に受給権を取得した場合についても、繰下げの上限が5年から
10年に引き上げられました。
※ 対象者は令和４年３月31日時点で70歳未満の方(昭和27年４月２日以降に生まれ

た方)、または受給権を取得した日から５年を経過していない方となります。
２　繰上げ受給の減額率の見直し
　老齢年金を65歳になる前に受給開始(繰上げ受給)する場合の減額率が１月あたり0.5%から0.4%に変
更されました。また、減額率の変更により、繰上げ受給した場合の最大減額率が、30%から24％とな
ります。
　※　対象者は令和４年３月31日時点で60歳未満の方(昭和37年４月２日以降に生まれた方)です。昭
和37年４月１日以前に生まれた方は減額率が0.5%から変更はありません。
３　在職老齢年金制度の見直し
　在職中の老齢厚生年金受給者は、年金の基本月額と総報酬月額相当額の合計額
が一定の基準を超えたとき、年金の全部または一部が支給停止されます。改正に
より60歳以上65歳未満の方の年金の支給が停止される基準が見直され、65歳以上
と同じ基準の47万円を上回る場合は、年金額の全部または一部が支給停止される
計算方法に緩和されました。
４　加給年金の支給停止規定の見直し
　加給年金は厚生年金保険の被保険者期間が20年以上ある方に、65歳到達時点(または定額部分支給開
始年齢に到達した時点)で生計を維持している配偶者または子がいるときに、自身の年金に加算される
年金です。従来、生計を維持している配偶者に老齢や退職、障がいを支給事由とする給付を受け取る
権利がある場合には、加給年金は支給停止されますが、配偶者に対する給付が全額支給停止されてい
る場合には、加給年金が支給されることとなっていました。しかし、令和４年４月以降は、配偶者の
老齢または退職を支給事由とする給付が全額支給停止となっている場合にも、これらを受け取る権利
がある場合、加給年金は支給停止されます。
　※ 障がいを支給事由とする給付については変更ありません。
5　在職定時改定の導入
　在職中の65歳以上70歳未満の老齢厚生年金受給者は、従来、資格喪失時(退職時もしくは70歳到達時)
にのみ年金額が改定されていましたが、令和4年4月からは在職中であっても年金額を毎年10月分か
ら改定する在職定時改定制度が新たに導入されました。
６　基礎年金番号通知書への切替え
　令和４年４月１日以降、新たに年金制度に加入する方や年金手帳の紛失な
どによる再発行を希望する方には年金手帳ではなく、基礎年金番号通知書を
発行します。
　※　既に年金手帳をお持ちの方には基礎年金番号通知書は発行されません
ので、引き続き年金手帳を、大切に保管してください。

より詳細な内容については日本年金機構のHPからご確認いただけます。
https://www.nenkin.go.jp/oshirase/topics/2022/0401.html
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ね ん き ん 通 信
町民くらしのカレンダー

注：保セ＝保健センター／子セ＝子育て支援センター
　問セ＝問寒別生涯学習センター／総体＝総合体育館
　上セ＝上幌延生活改善センター／国際＝国際交流施設
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６月

１ 水

にこにこ教室協力員説明会
　幌延地区 10:00～（保セ）
　問寒別地区 14:00～（問セ）
わくわくひろば 10:30～11:30（子セ）

２ 木 わくわくひろば 10:30～11:30（子セ）

３ 金 【問寒別出張診療日】
幌延にこにこ教室 9:30～（保セ）

４ 土

５ 日 幌延小学校運動会

６ 月 プレママ&ママのためのゆったりエクササイズ
 10:30～（保セ）

７ 火 運動教室Re:Body 19:00～（保セ）

８ 水 親子リズム体操あそび 10:30～11:30（子セ）

９ 木

10 金 移動図書（幌） 15:30～18:00（認定こども園）

11 土
幌延町民プール　オープン
子ども運動教室「パークゴルフ体験」 
 9:00～（スポーツ公園）

12 日

13 月 【心療内科・精神科診療日】

14 火 子育て講座 10:30～11:30（子セ）
軽体操教室 10:00～（総体）

15 水

16 木 すくすく健診 13：00～（保セ）

17 金

18 土 ふるさと自然体験チャレンジ教室
 「地引網＆釣り体験」 8:20～12:40（天塩港）

19 日

20 月 2歳児健康相談 10:00～（保セ）

21 火 運動教室Re:Body 19:00～（保セ）
読書企画展

22 水 問寒別にこにこ教室 10:00～（問セ）
出張ひろば 10:00～11:00（へき地保育所）

23 木

24 金 まちいちカフェ 9:45～（保セ）
親子サロン 10:30～11:30（子セ）

25 土

26 日

27 月 【心療内科・精神科診療日】

28 火
親子サロン 10:30～11:30（子セ）
子ども運動教室「キッズダンス教室」
 16:00～（総体）

29 水

30 木
※　子育て支援センターの事業の詳細は告知端末機でご案内して

います。
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この広報誌は、読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。 この広報誌は、資源保護のため再生紙を利用しています。
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■企画・編集／住民生活課生活グループ　■印刷／株式会社須田製版
■幌延町ホームページアドレス／ https://www.town.horonobe.hokkaido.jp

住民生活課生活グループ
電話 ５―１１１２／告知端末機 ５―８８１２

広報ほろのべの窓 6月号 令和4年6月
発行／幌延町広報へのご意見、ご要望をお寄せください
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令和4年６月１日～９月３０日
☆役場（本庁舎・出先機関）

では、６月１日から９月
30日まで夏の軽装（ク
ールビズ）を実施します。

☆職員は軽装（ノー上着・
ノーネクタイ、ポロシャ
ツなど）で業務を行い
ますので、ご理解とご
協力をお願いします。

☆会議などで役場機関へ
お越しの際は、ノー上
着・ノーネクタイ、ポロ
シャツなどの軽装でお越
しください。

わが家の 新規採用職員のご紹介新規採用職員のご紹介

お詫びと訂正
　広報誌５月号に１点誤りがありました。
○P17掲載「新規採用職員のご紹介」で「野村 玲愛」と紹介しましたが、正しくは「野村 怜愛」

でした。お詫びして訂正します。
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奥山　純基
おくやま じゅんき

　皆さんはじめまして、産業振興課農林グルー
プにて勤務させていただきます。平成18年から
４年間、幌延地圏環境研究所プロジェクト研究グ
ループで勤務していました。今後は幌延町職員
として早く業務を覚え、町の力になるよう努めて
まいります。どうぞよろしくお願いします！！

【所　属】　産業振興課 農林グループ
【出身地】　由仁町
【趣　味】　写真撮影、楽器演奏
【好きな食べ物】　奥さんの手料理
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テン　2022年5月10日生（♂）

シロ　2022年5月16日生（♀）

マル
2022年5月12日生（♂）

寝起きのテンくん

生まれた当日に撮影したシロ

イチゴ　2022年5月15日生（♀）

赤ちゃんがお乳をのむ貴重な場面

親子のツーショット！


